
株式会社	 東光の酒蔵 平成 30年 8月発信	

	 山形県米沢市で酒造資料館を運営する株式会社東光の酒蔵（代表取締役：小

嶋彌左衛門）は、同市内でかつて使用され、焼却処分される見込みだった木桶

約 20 本を補修し、酒造資料館で保存展示する計画を進めておりますのでお知ら

せいたします。	

	 木桶は、かつては酒造業における主要な醸造容器として利用され、酒蔵が新

品を購入、その後に味噌醤油蔵や漬物蔵で転用されてきた歴史があります。し

かし、昭和初期にホーロータンクが出現して以降は使用する酒蔵が激減し、現

在は新しい木桶を製造できる製桶所も極僅かとなってしまいました。	

	 新桶は勿論、状態の良い木桶も年々減少していく中で、私どもは米沢市内で

10 年前に廃業した漬物蔵に 30 本以上の大型木桶（6 尺桶）が残っていたこと、

さらには建物の解体に合わせてそれらが全て焼却処分されつつあることを知り

ました。木桶を確認したところかつて酒蔵で使用したものと同じ形状で、かつ

状態も良いため、約 20 本を選定して清掃・補修を行い、一般のお客様にご覧い

ただける形で保存展示することといたしました。	

補修前の木桶	 木桶清掃の様子	

（次ページに続く）	

焼却処分される予定だった大型木桶約 20 本を補修して保存展示。	

東北最大級の酒造資料館に、全国有数の木桶展示が実現！	

平成 30 年 8 月より補修を開始し、同年 11 月より展示予定	



	 「酒造資料館	東光の酒蔵」はかつて酒造りをしていた酒蔵を酒造資料館に改

装し、仕込蔵を展示空間として保存しております。その仕込蔵は、映画や、有

名化粧品のＴＶコマーシャルのロケ地にもなった趣のある空間で、中には金属

製のタンクが約 20 本展示されています。株式会社東光の酒蔵はそれらを全て撤

去して、焼却処分される予定だった木桶に入れ替えてまいります。	

酒造資料館	 東光の酒蔵	 外観	 東光の酒蔵	 仕込蔵	

	 株式会社東光の酒蔵は、日本の伝統である酒造りの歴史や空間を保存し、多

くの方々に楽しんでいただくことで、文化的で心豊かな生活をご提供できるよ

う、今後も取り組んで参ります。	

───────────────────────────────────	

ご連絡先：	

株式会社	 東光の酒蔵	

副館長	 小嶋健市郎、取締役	 小嶋	 淳子	

住所：〒992-0031	山形県米沢市大町二丁目 3-22	

TEL	0238-23-4848（東光醸造元	 株式会社	 小嶋総本店内）	

FAX	0238-23-4863（東光醸造元	 株式会社	 小嶋総本店内）	

Email:	info@tokonosakagura.com	

Web	Site:	https://www.sake-toko.co.jp/sakagura/	


